相似の応用問題　その１
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(5)右の平行四辺形ABCDでOは対角線の交点、
　　Eは辺BCを2：3に分ける点とする。
　①BD＝14cmのとき、BFの長さを求めなさい。
　②△FBEの面積が12cm2のとき、
　　平行四辺形ABCDの面積を求めなさい。
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(6)右の平行四辺形ABCDでBE：EC＝1：2、

　ACとBD、EDの交点をそれぞれF、Gとする。

　平行四辺形ABCDの面積は△DFGの面積

　の何倍になるか。
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(7)△ABCと△DEFはともに1辺が15cmの
　正三角形で、BE：EC：CF＝2：1：2になっている。
　DEとAF、ACとの交点をそれぞれ、G、Hと
　するとき、GHの長さを求めなさい。
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(8)右の図のような平行四辺形ABCDがある。

　BC、ADの中点をそれぞれE、Fとする。

　また、ACとBF、DEとの交点をそれぞれ

　G、Hとし、点Eと点Gを結び、BDとの交点を

　Iとする。このとき、BD＝20cmとして、

　BIの長さを求めなさい。
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(9)平行四辺形ABCDの辺BC上にBE:EC＝3：1

　　となる点Eをとり、ACとBDの交点をFとする。

　　また、Eを通ってACと平行な線とBDとの交点

　　をGとする。このとき、△EFGの面積は

　　平行四辺形ABCDの面積の何倍になるか。
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(10)平行四辺形ABCDの辺BC上にBE:EC＝3：1
　　となる点Eをとり、AEとBDの交点をFとする。
　　また、Eを通ってCFと平行な線とBDとの交点
　　をGとする。このとき、△EFGの面積は
　　平行四辺形ABCDの面積の何倍になるか。
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解答
(5)①△ADF∽△EBFで、AD：EB＝5：2なので、DF：BFも5：2になる。

　　　よって、BF：BD＝2：7なので、BF：14＝2：7より、BF＝4cm(答え)

　　②△ADF∽△EBFで、AD：EB＝5：2なので、AF：FEも5：2になる。
　　　△BEAでEAを底辺と見ると、△FBE：△FBA＝2：5なので、

　　　△FBA＝30cm2で、△ABE＝12＋30＝42cm2になる。
　　　次に△ABCでBCを底辺と見ると、BE：EC＝2：3から、△ABC＝105cm2となり、
　　　平行四辺形は△ABCの2倍の面積なので、105×2＝210cm2(答え)

(6)△ADG∽△CEGでAD：CE＝3：2なので、AG：GCも3：2

　AG＝③とすると、GC＝②でAC＝③＋②＝⑤となる。
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　Fは平行四辺形の対角線の交点なので、AF＝FC＝⑤÷2＝2.5　
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　AF：FG：GC＝ 2.5 ： 0.5 ： 2  =⑤：①：④

　よって、△DACでACを底辺と見ると、△DAC＝△DFG×10

　また、△DAC＝△ABCなので、

　△DFGをもとにして、平行四辺形は10×2＝20倍(答え)
(7)△HECは1辺が5cmの正三角形なので、HE＝5cm
　　△ADG∽△FEGでAD：FE＝2：3なので、DG：EGも2：3

　　つまり、DGはDEを5等分したうちの2つ分なので、
　　DG＝15÷5×2＝6cm

　　よって、GH＝15－5－6＝4cm(答え)

(8)△GFA∽△GBCでAF：CB＝1：2なので、

　FG：BGも1：2になる。…①
四角形BEDFはFD＝BE、FD//BEなので平行四辺形になっている。

　すると、①よりBG：ED＝2：3となり、BI：DIも2：3
　つまり、BIはBDを5等分したうちの2つなので、
　20÷5×2＝8cm(答え)

(9)CF//EGなのでBE:EC＝3：1ならばBG:GFも3：1になる。
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　平行四辺形ABCDをもとにすると、△BCDは　になる。

　そして、△BCDをもとにして、△BCFは　になる。

　次に底辺BE：ECが3：1だから、△BCFをもとにして△BEFは

　最後に△BEFをもとにして△EFGは、底辺をBFの部分と考えて、　倍。
　　　倍の　倍の　倍の　倍だから　　　　　　　　　　


(答え)　　　倍

(10)CF//EGなのでBE:EC＝3：1ならばBG:GFも3：1になる。

　平行四辺形ABCDをもとにすると、△BCDは
[image: image27.wmf]64

3

4

1

4

3

2

1

2

1

=

´

´

´

になる。

　△BEF∽△DAFでBE：DA＝3：4なのでBF:DFも3：4なので

　△BCDをもとにして△BCFは
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　△BCFをもとにして△BEFは
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最後に△BEFをもとにして、△EFGは
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倍の
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倍の
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倍の
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倍だから　　　　　　　　　　


(答え)
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